
I.　は じ め に

　これまで，一流英文誌の発刊，インパクトファクター
（Impact Factor；IF）の取得，モンスーンアジアの
水田農業研究の世界への情報発信を目指し，Paddy 
and Water Environment（PWE）誌は農業農村工学
会が支える国際誌として一定の評価と位置付けを得て
きた。PWE 誌は，2003 年の発刊後，2012 年の IF の
取得などを経て，2022 年には創刊 20 年の記念すべき
年を迎えることができた1）。この結果は，ひとえに財
政の基盤となる購読会員や編集に携わった多くの研究
者，PAWEES 事務局や財政支援をいただいている農
業農村工学会の本部事務局の支援のおかげともいえ
る。さらに，これまで Editor-in-Chief として，佐藤
洋平（東京大学名誉教授），中野芳輔（九州大学名誉
教授），溝口　勝（東京大学教授）の各氏のもとで多
くの編集委員の貢献もあったに違いない2）。その後，
筆者らがその役割を担ってきたとともに3），今後の編
集体制を維持していこうとしている4）。
　そこで，本報では，PAWEES が Springer 社を通
じて発行する PWE 誌が担ってきた 20 年の活動を記
念して，その直近 6 年間の論文投稿と編集体制の動向
を振り返りながら，これまでの編集上の課題，今後の
活動の方向性やあり方，さらにはその展望について考
察する。

II.　PWE 誌掲載論文の変化と現状 5）～10）

1.　掲載論文の変化
　PWE 誌は日本・韓国・台湾が中心になって 2003
年に発刊し，当初は 3 カ国からの投稿が中心で，必要
な投稿原稿を集めるために学会の邦文論文を英文にし
た論文投稿を促した時期もあった。2016 年ごろは年
間の投稿数が 200 本近くになり，30～60 本の受理し
か行われない状況であった。受理論文をみれば，オリ
ジナル論文の投稿が主となり，3 カ国の中で中心と
なっていた日本の論文に加え，韓国や台湾の論文数が

増大し，中国やインドを含めたアジア諸国全体から投
稿されるようになってきた（図-1）。2017～2019 年に
は著者の所属が全世界の 115 カ国に，また筆頭著者
の所属国は 53 カ国に跨

またが

るようになり，まさに国際誌
になってきた。ただし，その頃から投稿数の上位を占
めるのは，中国，イラン，インドとなり，さらに
2021 年段階では，投稿数の順位は，多い順にインド，
イラン，中国，日本と変化し，加えてベトナム，バン
グラデシュ，ブラジル，トルコ，豪州，エジプト，イ
ンドネシア，ミャンマー等からの投稿も増えてきた。
一方で，欧州や北米からの投稿数も一定の本数（20％
程度）になり，印刷された論文のダウンロード数は両
地域が大きな割合を占めてきた（2014～2016 年の訪
問数で約 25％；たとえば，図-2）。PWE 誌が当初か
ら目標としてきたモンスーンアジアにおける水田農業
の世界への情報発信はある程度達成されてきたことに
なる。全世界の国際誌からの PWE 誌掲載論文の引用
数をみると第 1 著者がアジア以外のものが 40％を超
えており，十分な注目度になっていることがうかがえ
る。年間の論文ダウンロード数は，2015 年 3.3 万件，
2016 年には 5 万件を超え，2017 年以降もその件数を
伸ばし，2021 年には 7 万件に達している（図-3）。

2.　掲載論文と IF の現状
　PWE 誌は，2003 年の創刊から 2022 年まで，年間

＊秋田県立大学生物資源科学部
＊＊岩手大学農学部

PAWEES，編集体制，インパクトファクター（IF），
奈良会議 2018，福岡会議 2022，創刊 20 年

図-1　創刊から 13 年間にみる受理論文の国別採択本数
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4 号，計 20 巻の発行を重ねてきた。2017 年からは，
それまでの 1 巻当たり 40～50 本の掲載論文数を 80
本前後に増大させた。また，PWE 誌は年 4 回発行で
あるが，当初の 3，6，9，12 月印刷（2003～2012 年）
から，1 月のみ（2013 年），1，4，7，10 月（2014 年～
現在）への変更があった。
　2016 年から 2019 年にかけての PWE 誌への総投稿
数は 186 本から 255 本へと年ごとに増加し，多くの
投稿数が維持されている中，査読結果がでた本数中の
受理される割合は 17～28％で，多くの論文がリジェ
クトされており，受理に至るには厳しい数字であった。
一方，2016 年ごろは，初回投稿から受理判定までは
平均 300 日弱，リジェクト判定までは平均 139 日も
かかっていたが，最近では平均ながら，初回判定まで
に 45 日程度，受理判定までに 200 日弱，リジェクト
判定までに 30 日程度と，査読期間の改善は若干では

あるがみえてきている（表-1）。しかし，論文の受理
判定に依然として 6～7 カ月もかかっているのは反省
すべき点である。直近の 2021 年でみると，PWE 誌
への総投稿数は 190 本と減ってはいるものの，同年
に査読結果がでた本数は 186 本，そのうち採択が 48
本（26％），リジェクトが 138 本（74％）と採択に至
るには厳しい数字となっている。また，同年でみても
受理への時間は依然として時間がかかっている（表-1）。

3.　編集体制と IF に関するかつての課題
　2003 年の創刊から 2015 年までにおける編集体制
は，Editor-in-Chief（EiC；1），Chief Managing 
Editor（CME；1，補佐1），Managing Editors（ME；
4），Editors（18）の名目 4 段体制であったが（カッ
コ内は略称と個々の人数），ME の役割が曖昧で，実
態は 3 段での対応で CME に過大な負担がかかってい
た。投稿数が多かった中で（2013～2015 年平均：約
180 本），処理の集中化を避け，役割分担が必要であっ
た。受理後の出版可能な論文数は財政上の問題から，
多くて投稿数の 1/3 程度に限られていた。その上，
質の高い論文投稿への呼びかけ，査読期間の短縮化，
リジェクト論文への丁寧で建設的コメントの返し（2
回の査読で長期間論文を保持した上で，リジェクト判
定もあったらしい）等が必要であった。同時に，
Editors の査読者選びは困難を極め（PWE 誌の著者
推薦の査読者でも査読拒否は多い），それらは，すべ
て Editor の努力に委ねられていた。
　一方で，PWE 誌の査読編集システム（Editorial 
Manager）には交代した旧編集委員のアドレスが長
期間残されていたため，塩漬け査読論文や退任編集委
員への采配依頼等が発生し，混乱を招く状況も生じて
いた。同時に，一部の ME や Editor に割り当てが過
度に集中する問題も発生していた。
　毎年 6 月末ごろに公表される IF は，初年に 0.986

（2011 年，2012 年に獲得）の値を取り，以降 1.247，
1.151 と比較的高い値を獲得していたが，2014 年か

図-2　PWE 論文のダウンロード地域（2014 年）
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図-3　フル論文としてのダウンロード要求数（2018～2021 年）
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表-1　PWE 誌への投稿状況と査読にかかる日数

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 ＊

総投稿数（本） 190 191 197 205 234 255 230 190 147
査読終了数（本） 147 159 201 187 201 186 209 186 102
　　受理数 58 44 55 49 57 41 49 48 21
　　リジェクト数 89 115 146 138 144 145 160 138 81
　　受理率 39％ 28％ 27％ 26％ 28％ 22％ 23％ 26％ 21％
　　リジェクト率 61％ 72％ 73％ 74％ 72％ 78％ 77％ 74％ 79％
最初の査読判定までの日数 87 125 136 98 75 48 73 48 38
最終決定までの日数：受理 205 309 301 228 288 297 227 189 142
最終決定までの日数：リジェクト 86 119 148 110 68 36 58 34 21

＊ 10 月 4 日まで
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ら低下傾向になり，2015 年には 0.871 と大きく低下
し，編集関係者に改めて危機感をもたらした（図-4

（a））。その後，2016 年に若干の増加（0.916）に転じ，
2018 年に 1.264，2019 年に 1.262 へと幾分持ち直し
てきた（図-4（b））。さらに，2020 年に 1.517，2021
年に 1.554 へと再び上向きになってきた。しかし，
この IF の値は農学系国際誌の中ではおおむね中間位
の位置のままである。

III.　 PWE 誌編集体制の変更と工夫した取組み 5）～10）

1.　編集体制の変更
　2016 年から PWE 誌の問題点を解決すべく，編集
体制についていくつかの変更を行ったが，具体的な改
善点は以下のようである。
　①　編集体制の変更（2016 年 7 月～）：当初の 4 段
体制（EiC，CME，MEs，Editors）において，CME
の負担を軽減するため，ME を増員し，CME がその
多くを担っていた投稿論文担当の Editor 選びや掲載
決定までの論文トラック，発行号の印刷ゲラの最終確
認等を複数で分担することにした。②委員の交代と増
員：2016 年 7 月に日本人の編集委員をすべて交代さ
せ，ME を各国 1 名ずつ増員し，さらに日本人 Editor
の増員を行った。③任期制の導入：CME 任期を従来
の 3 年間から 2 年間とし，台湾（2016 年 7 月～，Y.-P. 
Lin），日本（2018 年 7 月～，中村公人），韓国（2020
年 7 月～，Inhong Song）の順番で交替することとし
た。同時に，日本人 ME や Editors には 1 期 2 年間
で 2 期の役割分担を依頼した。④編集委員会の開催：
日本在住者の農業農村工学会大会講演会時の編集会
議，EiC と 3 カ国代表 CME との打合せ，PAWEES
大会時の編集委員会等を開始した。⑤ PWE 誌の論文
情報の学会誌掲載：PWE 誌 14 巻 4 号からの掲載論
文の内容として本誌に記事化した。⑥組織対応と
Editorial Advisors（EA）の創設：農研機構農村工
学研究部門，JIRCAS，土木研究所寒地土木研究所等
が組織として編集をバックアップする方法を整え，編
集体制中の Editing Board（当時 29 名）を EA と改
称して，世界各界の著名研究者の登録による PWE 誌
の外部評判の向上と Editors の査読者探索の際の相談
相手になる試みを開始した。⑦将来の若手編集委員発
掘：大学や研究機関の中から PWE 誌支援に興味のあ
る若手のリストアップ等を行った。⑧ Paper Award
の選出方法の改良：任意の編集委員による自発推薦方
式から，EiC と ME が各号（2 名分担/1 号で最大 2 本）
の優秀論文を選出した後，最大 8 本（全 4 号分）の推
薦論文に対して全 Editor（ME や EiC も参加）が順
位付けを行い，上位評価の論文に賞を授与する方式に

改正した。
2.　特集号の企画と採択論文数の増大

　IF を向上させるための試みとして，①特集号の企画，
②印刷物のオンライン配信（前執行部の成果）を行っ
た。①では，特別号（過去に 8 号分の特別号を発行し，
そのうちスポンサー号は 2 号分）の機会提供や企画を
行った。まず，2016 年に Rice Ecosystem Services
特集号を企画し，2018 年の 16 巻 2 号で実現した。加
えて，2021 年 4 月号（19 巻 2 号）として，「Weather 
Index Insurance for Rice Farmers in Myanmar

（ミャンマー稲作農家の天候インデックス保険）」と題
する新しい分野の特集号も発行した。一方，②では，
従来の印刷数 500 部を 50 部（後に 60 部に増刷）に
縮小して印刷経費を削減し，反対に 1 号当たりの論文
掲載本数を増大させた。結果として，2017 年の 15 巻
から，全 4 号で各号 20 本（特集号も含む）により 80
論文の印刷を恒常化させた。
　さらに，PAWEES 奈良 2018 会議（2018 年 11 月
20～22 日，奈良県春日野国際フォーラム）で募集し
たフルペーパーを活用して優秀論文を選考し，PWE
誌の特集号として公表した。まず，PAWEES 会議側
のサブテーマを「土地，水，環境のスマートマネジメ
ント」とし，参加者数 336 名を得て，テクニカルセッ
ションの 18 テーマで 94 件の口頭発表，ポスターセッ
ションで 133 件の発表が行われた。口頭・ポスター

図-4　IF の推移（2011～2021 年）

（a）獲得年（2011 年）から 2016 年の IF

（b）最近の IF
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発表に対して，同時にフルペーパーを募集し，応募の
あった中で優秀論文を選考して約半数の論文を PWE
誌に掲載することになった（表-2）。投稿分類は，①
水・土管理，②防災・施設管理，③地域資源管理及び
農村計画，であり，特に PWE 誌では投稿の少ないカ
テゴリー②を増設した。査読は，統括 1 名，投稿分類
に対応した WG1～WG3 ごとにグループ長 1 名，グ
ループ員 5 名の総勢 19 名体制で行った。PWE 誌掲
載選抜のためには，会議発表を条件とし，口頭・ポス
ター発表に区別は付けなかった。結果として，125 本
の提出論文のうち，評価の高い順に 56 本を PWE 誌
掲載論文として選抜し，17 巻 2 号（2019 年 4 月号）
に 28 本，17 巻 3 号（同 7 月号）に 28 本の論文印刷
を決定した（詳細は表-2）。なお，会議費の中で選抜
された論文すべてに複数名のネイティブ英文チェック
を行い，著者へのアドバイスを行った。この特集号で
は，フルペーパー投稿から約半年でのオンライン公表，
1 年前後で印刷という査読期間の短縮，かつ通常投稿
で 20～30％の論文採択率が 44％に高まり，投稿者に
とって好結果となった。ただし，これら査読結果や査
読の情報は，表-1 のまとめには加味されていない。

IV.　PWE 誌の今後の展開 4）～10）

　20 年を契機として編集体制を新しくし，2022 年 7
月に，EiC は飯田俊彰（岩手大学，筆者）に，CME
は台湾の Chihhao Fan（国立台湾大学）に交替した。
　今後の展開としては，これまでの改善方策に加えて，
著名な研究者へのレビュー論文（Invited Review と
して）の企画での各分野からの著者候補抽出と投稿依
頼，毎号への Editorial（巻頭言）の復活，招待論文
の検討，相互の引用促進等の地道な努力を行い，IF
のさらなる向上（2.0 以上の獲得）を目指す必要があ
る。同時に，大きなプロジェクトを推進中の研究者や
機関を見つけるなど，特集号の企画を継続して行い，
上記目標を達成させたいと考えている。なお，改善し
た編集体制としての慣例に従えば，2 年後には，
CME の役割が日本に回ってくることになる。

V.　お わ り に

　2022 年 11 月に，コロナ禍のもと PAWEES 2022
福岡大会（20 周年記念大会）が対面と Web 参加のハ
イブリッド方式により日本開催となったが，この年は
同じく創刊 20 年を迎えた PWE 誌の記念すべき年と
もなった。これからの 10 年間も継続した支援を行う
ことを誓いながら，PWE 誌のさらなる発展を祈念す
るばかりである。
　なお，PWE 誌編集に当たり，前述の編集委員会メ
ンバーに加え，PAWEES や農業農村工学会の事務局，
ならびに Springer Japan 社の Mei Hann Lee，太田
みず穂，松本有子の諸氏からの支援を得た。関連の各
機関・各位に対し，ここに記して感謝の意を表す。
　最後に，Paddy and Water Environment 誌の略称
について，これまでは「PWE」としていたが，今後
は「PAWE」とすることが，PAWEES 2022 福岡大
会において決定された。
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表-2　 PAWEES 奈良 2018 会議における発表論文と
選抜論文数

分類
フル論文投
稿数

（本）

PWE 誌採
択数

（本）
PWE 誌の巻（号）

ｉ） 水・土管理 46 19 17（2）：19 論文

ⅱ） 防災・施設管理 30 16 17（2）： 9 論文
17（3）： 7 論文

ⅲ）  地域資源管理及
び農村計画 49 21 17（3）：21 論文

計 125 56
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